
　10月30日、みなとぴあと旧小澤家住宅の指定管理
者申請者として、館長以下8名の新潟市芸術文化振興
財団職員が評価会議に参加し、プレゼンテーションを
行いました。申請した事業計画などの総合的な評価か
ら審査結果が出されます。
　みなとぴあは開館当初から指定管理制度が導入さ
れ、当財団が5年ごとに申請、5度にわたり審査を受け
選定されてきました。文化財を含めた収蔵品の保護・活
用という重要な役割を持ち、これまでの実績により蓄
積された知識やノウハウに基づいて継続的に事業を行
う必要があるため、当財団が指名されています。
　今回の選定会議では、
委員の方から厳しいご指
摘もいただきました。選
定会議の詳細は市HPに
掲載予定なのでぜひご
覧になってください。

（学芸課：森）
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新潟市歴史博物館 みなとぴあ
住所 ： 〒951-8013　新潟市中央区柳島町2‐10
Tel ： 025-225-6111    Fax ： 025-225-6130
E-mail ： museum@nchm.jp  URL ： https://www.nchm.jp

【休 館 日】 毎週月曜日・祝日の翌日・年末年始（12/28～1/3）
【開館時間】 9：30～17：00

今回の特集では当館で今年度に展開した 
モニターツアーの様子を紹介しました。水

が繋ぐ舟運と、その舟運で栄えた在郷町が、広域合併後の新潟市に共
通する歴史・文化の一つであるといえます。各在郷町での市民による 
ガイドは聞き手の心をつかみ、地域の魅力を再発見するきっかけを 
与えてくれます。また水との関わりについては、潟の存在も見逃せま
せん。自然環境はもちろんですが、湿地での暮らしにも目を向けて、
新潟市の意外な一面を見てみませんか。（貝沼）

編 集 後 記

旧小澤家住宅企画展

開館時間：午前9時30分〜午後5時      休館日：毎週月曜日・祝日の翌日・年末年始
入館料：一般260円 小中学生130円（小中学生は土・日・祝日は無料）
所在：新潟市中央区上大川前通12番町2733 （みなとぴあから約800m、徒歩12分）
TEL：025-222-0300  
※1月19日（月）から2月9日（月）まで施設整備のため休館となります 

■ 「羽子板」展	 会期：1月4日（日）～1月18日（日）
■ 「ひな人形」展	 会期：2月14日（土）～3月22日（日）

当館学芸員が調査・研究をすすめているテーマについてお話しします。
【時間】 10時30分～12時	    　　【会場】 本館2階セミナー室
【申し込み】 要事前申込み（先着80名）          【参加費】 無料

◆1月の講座：1月25日（日）　　　	 ※申し込み開始：1月7日（水）
　新潟からの鉄道旅行の歴史	 講師：高松夏央

博物館講座

開催中の企画展

次回以降の企画展

新潟市歴史博物館
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特集1 水が結ぶ各区の魅力発見
まちあるきモニターツアー P.2〜3

特集2 当館所蔵の資料画像の利用 P.4

歴史さんぽ 石宮公園と弁天通商店街 P.5

おすすめの一冊 萬代橋　～未来に紡ぐ１３０年物語～ P.5

研究notes（第40回） 草莽隊士の出自について
　　―「新潟市と戊辰戦争展」補遺

P.6

館長日記	 「にいがた２㎞」と新潟の歴史 P.7

収蔵資料紹介 依田竹谷「米顛拝石・漁樵晩帰図」　 P.7

シネマスコープ映写機（大新潟映画展覧会にて）

■ 展示解説会
日時：1月24日（土）
        午前11時から30分程度 
会場：	本館1階企画展示室
参加費：当日の観覧券が必要
申し込み：不要

■ 映画上映会 「麦秋」
    （1951年松竹）

日時：	1月24日（土）  
        午前11時30分から120分程度 
        （開始10分前より開場） 
会場：	本館2階ミュージアムシアター
参加費：無料
定員：104名（当日先着）
申し込み：不要

関
連
イ
ベ
ン
ト

■	1月26日（月）～2月9日（月）まで
　 施設整備のため休館となります。

「大新潟映画展覧会

収蔵品展「新潟市街の古写真・絵葉書」

  娯楽の王様《キネマ》100年物語」

・新収蔵品展

テレビより映画館が身近だったころ、映画は多くの人が共に楽しめる娯楽でした。 
昭和の人気映画ベストテンや映画館の盛衰、新潟ゆかりの映画人のほか、 70
年以上前の貴重な新潟ロケ映画などから、映画が新潟の人々を魅了した時代を
振り返ります。

新潟市歴史博物館では、市民の方々から日々様々な資料をご寄贈いただいて 
います。本年度も市民共有の財産である館蔵資料を市民のみなさまにご覧いた
だく機会として収蔵品展・新収蔵品展を開催します。特に収蔵品展では明治から
戦前を中心に新潟市街の古写真、絵葉書を中心に紹介します。

2025年  12 月 6 日（土）～  2026年  1月 25 日（日）
午前9時30分～午後5時（観覧券の販売は閉館30分前まで）
常設展示観覧券でご覧になれます（一般390円、大学生・高校生
260円、中学生・小学生130円） ※小・中学生は土日祝日無料
毎週月曜日

2026年         2 月 14 日（土）～      3  月 22 日（日）
毎週月曜日（2月23日（月）は開館）、2月24日（火）

会　期
休館日

昔のことを学びます。【たいけんのひろばプログラム】　
日　時 タイトル 内　容 申し込み・対象・参加費

1月25日㊐
14：00～15：00

プラ板で家紋のキーホル
ダーをつくろう

家紋はモノに付けて、家や人を区別する日本の紋章です。好きな
武将や自分の家の家紋など、さまざまな家紋の中からお気に入り
のものを見つけて、キーホルダーを作りましょう。

どなたでも・申し込み不要・100円
材料がなくなり次第終了

2月22日㊐
13：30～15：30
（おもちゃ作りは1４：00～15：00)

あそびのひろばと
おもちゃづくり

あそびのひろばがオープン！輪ゴム鉄砲やコマ相撲などなど、
おもちゃマスターのボランティアスタッフたちが作ったおもちゃ
でスタッフと一緒に楽しく遊びましょう。
身の回りにある材料で手軽にできるおもちゃづくりも行います。

どなたでも・申し込み不要・無料
材料がなくなり次第終了

楽しみながら、遊びながら、

提出した申請書はずっしりと重い

みなとぴあ便り

会　期

休館日

開館時間
観覧料



只今、映像撮影中
（白根中ノ口川船着き場跡地） 小

林  

隆
幸 

③	

西
川「
曽
根
」・「
巻
」
の
ま
ち
あ
る
き
と

「
佐
潟
」の
見
学
　

〔 

実
施 

日 

〕	

十
月
二
十
二
日（
水
）　

〔
ガ
イ
ド
〕	

西
川
ま
ち
歩
き
の
会

　
　
　

  

巻
郷
土
資
料
館
友
の
会

②	

信
濃
川「
小
須
戸
」・
能
代
川「
新
津
」
の 

ま
ち
あ
る
き
と「
北
上
池
」見
学

〔 

実
施 

日 

〕	

十
月
十
五
日（
水
）　

〔
ガ
イ
ド
〕	

小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

  　
　

   

秋
葉
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

⑤	

中
ノ
口
川「
白
根
」・「
大
野
」の
ま
ち
あ
る

き
と「
金
巻
の
池
」見
学

〔 

実
施 

日 

〕	

十
一
月
八
日（
土
）　

〔
ガ
イ
ド
〕	

し
ろ
ね
大
凧
タ
ウ
ン
ガ
イ
ド

　
　
　

  

大
野
町
ま
ち
歩
き
の
会

市
町
村
の
母
体
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
あ
る
き
は
全
五
回
、各
河
川
の
要
地
に

あ
る
旧
在
郷
町
計
一〇
か
所
を
巡
り
ま
し
た
。 

町
の
中
軸
と
な
る
通
り
の
ほ
か
、河
川
の
船
着
き

場
跡
地
な
ど
も
訪
ね
ま
し
た
。さ
ら
に
、令
和

四（
二
〇
二
二
）年
、新
潟
市
が
国
内
初
と
な
る 

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
都
市
に
認
証
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、最
寄
り
の
潟
の
見
学
も
加
え
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
回
の
開
催
と
そ
の
状
況
は
①
か

ら
⑤
の
通
り
で
す
。
参
加
者
は
各
回
二
〇
人

の
定
員
で
募
集
し
、そ
の
多
く
は
新
潟
市
民

で
し
た
。参
加
者
に
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
提
出 

を
求
め
、ま
ち
あ
る
き
を
通
じ
て
感
じ
た
町
の 

個
性
や
魅
力
と
な
る
歴
史
・
文
化
資
源
、地
域 

で
活
動
す
る
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

の
思
い
、潟
に
関
す
る
考
え
な
ど
を
聞
か
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

①	

栗
ノ
木
川「
亀
田
」・
新
井
郷
川「
葛
塚
」の

ま
ち
あ
る
き
と「
福
島
潟
」見
学

〔 

実
施 

日 

〕	

十
月
十
一
日（
土
）　

〔
ガ
イ
ド
〕	

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ー
ク
か
め
だ

　
　
　

  

北
宝
隊 

④	

阿
賀
野
川「
沢
海
」・
小
阿
賀
野
川「
酒
屋
」

の
ま
ち
あ
る
き
と「
鳥
屋
野
潟
」見
学

〔 

実
施 

日 

〕	

十
一
月
一
日（
土
）　

〔
ガ
イ
ド
〕	

み
る
み
る
沢
海
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド

　
　
　

  

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ー
ク
か
め
だ

　

参
加
者
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
各
地
域
の
魅

力
的
な
歴
史
資
源
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い

た
ほ
か
、ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
の
有
効
性
に
つ

い
て
の
意
見
が
多
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

普
段
何
気
な
く
見
過
ご
し
て
い
る
町
で
も
案

内
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
常
と
は
違
う
風
景

に
映
り
、人
々
が
永
く
暮
ら
し
て
き
た
町
の
重

み
や
価
値
、お
も
し
ろ
さ
が
感
じ
ら
れ
た
よ
う

で
す
。そ
し
て
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
町
に

も
資
源
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
に
あ
ら
た
め

て
気
付
い
た
よ
う
で
す
。こ
う
し
た
ガ
イ
ド
の

活
動
が
よ
り
広
く
知
ら
れ
活
発
に
な
れ
ば
、地

域
の
歴
史
に
関
心
を
持
つ
人
、地
域
に
愛
着
を

持
つ
人
も
増
え
、地
域
が
元
気
に
な
る
一
つ
の 

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、文
化
観
光
へ
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、

旅
行
事
業
者
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る

こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　

平
成
十
七（
二
〇
〇
五
）年
、新
潟
市
は
近
隣

十
三
市
町
と
広
域
合
併
し
、十
九
年
に
は
政
令

指
定
都
市
へ
移
行
し
ま
し
た
。合
併
市
町
を
含

む
新
市
域
に
は
八
つ
の
行
政
区
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。

　

合
併
か
ら
二
十
周
年
と
な
っ
た
今
年
、当
館

で
は
新
潟
市
か
ら
委
託
を
受
け
、「
水
が
つ

な
ぐ
各
地
域
の
歴
史
・
文
化
の
魅
力
発
信
事

業
」を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。各
区
に
分
か
れ

た
旧
市
町
の
魅
力
を
、歴
史
・
文
化
の
側
面
か

ら
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
発
信
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
本
事
業
を
構
成
す
る
企
画
の 

一
つ
が「
水
が
結
ぶ
各
区
の
魅
力
発
見
ま
ち 

あ
る
き
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」で
す
。

　

現
在
各
区
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
つ
い
て

学
習
し
、そ
の
見
ど
こ
ろ
や
特
色
を
発
信
し

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド 

団
体
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
モ
ニ 

タ
ー
ツ
ア
ー
は
、そ
う
し
た
ガ
イ
ド
団
体
と
博

物
館
が
連
携
し
、今
後
、文
化
観
光
と
し
て
発

展
す
る
可
能
性
を
見
出
す
試
み
の
一
つ
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　　

ツ
ア
ー
の
ま
ち
あ
る
き
に
選
ん
だ
コ
ー
ス
は
、

旧
市
町
の
中
核
を
担
っ
た
地
域
で
、ほ
と
ん
ど

は
江
戸
時
代
に
成
立
し
川
湊
と
し
て
発
展
し
た

旧
在
郷
町
で
す
。現
新
潟
市
域
を
含
む
新
潟
平

野
に
は
信
濃
川
・
阿
賀
野
川
の
大
河
に
加
え
、

大
小
の
河
川
が
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、古
く
か
ら
河
川
交
通
が

盛
ん
で
し
た
。江
戸
時
代
、そ
う
し
た
河
川
の

要
地
に
在
郷
町
が
開
か
れ
市
が
立
ち
、特
産
品

も
つ
く
ら
れ
地
域
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
い

き
ま
す
。そ
う
し
た
在
郷
町
が
近
代
に
入
っ
て

亀田（江南区）
諏訪神社拝殿の天井絵

亀田は栗ノ木川の川湊とし
て発展した在郷町。

小須戸（秋葉区）
本町通の町並み

小須戸は信濃川の川湊とし
て発展した在郷町。

葛塚（北区）
蒸気船発着場跡

葛塚は新井郷川の川湊とし
て発展した在郷町。

新津（秋葉区）
旧能代川（現新津川）の河川公園

新津は能代川の川湊及び街道
の宿場として発展した在郷町。

福島潟（北区）
ビュー福島潟から福島潟を望む

新潟市内最大の潟で、冬季
にヒシクイが飛来することで
有名。

北上池（秋葉区）
　

能代川の氾濫による破堤に
よって地面が削られ形成さ
れた水面（落堀）。

特集1

水
が
結
ぶ
各
区
の
魅
力
発
見
ま
ち
あ
る
き
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

　

一
方
、
潟
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
は
、
潟
を

訪
ね
る
機
会
が
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
か
っ
た

と
い
う
意
見
が
意
外
に
多
く
あ
り
ま
し
た
。

市
内
に
は
一
六
の
潟
が
存
在
し
、新
潟
市
の
都

市
環
境
を
特
色
づ
け
て
い
ま
す
が
、
市
民
と 

の
関
わ
り
は
希
薄
の
よ
う
で
す
。今
回
は
ま
ち

あ
る
き
が
主
で
潟
の
見
学
は
副
の
位
置
づ
け
で

し
た
が
、潟
の
見
学
を
高
く
評
価
す
る
意
見
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。潟
に
は
人
を
魅
了

す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
っ
て
も
、存
在
が
充

分
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
か
。

 　

今
回
の
ま
ち
あ
る
き
は
、冒
頭
で
示
し
た

「
水
が
つ
な
ぐ
各
地
域
の
歴
史
・
文
化
の
魅
力

発
信
事
業
」の
一
企
画
で
す
。こ
の
ほ
か
本
事
業

で
は
当
館
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ア
タ
ー
で
上
映

す
る
映
像「
水
が
む
す
ぶ
新
潟（
仮
称
）」を
今

年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
制
作
し
ま
す
。こ

の
映
像
も
川
湊
で
も
あ
っ
た
市
内
の
旧
在
郷
町

に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
、河
川
で
結
ば
れ
た

新
潟
湊
も
加
え
、現
在
の
町
の
姿
か
ら
過
去
へ

と
い
ざ
な
い
、今
の
新
潟
市
域
全
体
に
通
じ
る

歴
史
像
を
描
い
て
い
き
ま
す
。完
成
ま
で
し
ば

ら
く
時
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、以
後
、途
中
経

過
な
ど
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
楽
し
み
に
！

（
こ
ば
や
し　

た
か
ゆ
き　

副
館
長
）

曽根（西蒲区）
西川の船着き場跡

曽根は西川の川湊として発展
した在郷町。

沢海（江南区）
       北方文化博物館前
沢海は阿賀野川と小阿賀野川の
分流付近に位置する村で、江戸
時代の一時期には沢海藩の陣
屋が置かれた。千町歩地主伊藤
家の屋敷があることでも有名。

白根（南区）
本町通の町並み

白根は中ノ口川の川湊として
発展した在郷町。

巻（西蒲区）
       千仏寺内の見学

巻は西川の川湊として発展
した在郷町。

酒屋（江南区）
会津藩の陣屋跡碑付近

酒屋は小阿賀野川の川湊として
発展した在郷町で、幕末には会
津藩の陣屋が置かれた。

大野（西区）
中ノ口川の堤防上

大野は中ノ口川の川湊として
発展した在郷町。

佐潟（西区）
　

水鳥の宝庫として世界にも
認められ、平成8（1996）年
にラムサール条約湿地に認
定された。

鳥屋野潟（中央区）
　

市街地にあり、周辺には公園や
公共施設が整備されている。水
位が標高－2.5ｍに保たれ、洪水
時には水の貯留施設ともなる。

金巻の池（西区）
　

中ノ口川の氾濫による破堤
によって地面が削られ形成
された水面（落堀）。
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安
宅
　
俊
介

　

当
館
所
蔵
の
資
料
画
像
は
書
籍
や
映
像

等
、様
々
な
媒
体
へ
掲
載
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
の
際
、利
用
を
ご
希
望
す
る
方

に
は
、お
手
数
で
は
あ
り
ま
す
が「
画
像
利
用

許
可
申
請
書
」を
提
出
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
館
内
で
申
請
内
容
を
確
認
し
た
上
で

「
利
用
許
可
書
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。こ
れ

に
は
ど
の
よ
う
な
資
料
画
像
に
利
用
ニ
ー
ズ

が
あ
る
の
か
、館
と
し
て
把
握
す
る
意
味
も
あ

り
ま
す
。

　

最
近
の
利
用
状
況
を
概
観
す
る
と
、当
館

発
行
の
企
画
展
図
録
を
は
じ
め
と
し
た
書
籍

に
掲
載
さ
れ
て
き
た
資
料
画
像
の
ご
利
用
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、事
前
に
利
用
者
か
ら
希
望
す
る
資

料
の
イ
メ
ー
ジ
を
お
伝
え
頂
き
、そ
れ
に
合
致

す
る
館
蔵
資
料
を
探
し
て
ご
提
供
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。テ
レ
ビ
番
組
で
の
ご
使
用
等
が

代
表
例
で
す
。特
に
本
年
度
は
戦
後
八
〇
年

を
迎
え
た
こ
と
も
あ
り「
終
戦
の
日
」前
後
に

は
、こ
う
し
た
ご
要
望
を
多
く
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
当
然
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、歴
史

資
料
は
何
も
か
も
が
都
合
良
く
残
っ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
ご
希
望
の

イ
メ
ー
ジ
に
沿
う
よ
う
な
資
料
が
存
在
し
な

い
場
合
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、近
年
最
も
利
用
頻
度
が

高
か
っ
た
資
料
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、井
上
文
昌

が
描
い
た
安
政
六（
一
八
五
九
）年「
新
潟
湊
之

真
景
」で
し
た
。安
政
五（
一
八
五
八
）年
に
江

戸
幕
府
が
諸
外
国
と
条
約
を
結
び
、新
潟
も

開
港
地
に
選
ば
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、翌

年
に
調
査
を
目
的
と
し
た
外
国
船
が
新
潟
に

来
港
し
ま
し
た
。本
作
品
は
こ
の
様
子
を
描
い

た
錦
絵
で
す
。

　

ち
な
み
に
近
年
、新
た
に
本
作
品
の
外
袋

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。そ
こ
に
は「
新
潟
湊
異

国
船
渡
来
之
図
」と
い
う
、こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
、描
か
れ
た
テ
ー
マ
に
ま
さ
に

合
致
す
る
表
題
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
本
作
品
は
、外
国
船
の
み
な
ら

ず
、数
多
の
和
船
や
港
の
諸
施
設
を
俯
瞰
し
、

遠
景
の
佐
渡
の
存
在
に
よ
っ
て
画
面
に
奥
行

き
を
持
た
せ
な
が
ら
、青
を
基
調
し
た
濃
淡 

で
信
濃
川
河
口
を
描
い
て
い
る
点
が
特
徴
で

あ
り
魅
力
で
し
ょ
う
。開
港
と
い
う
一
事
に 

留
ま
ら
な
い「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
作
品
と
し
て
多
く
の
場
面
で
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

二
番
目
に
利
用
が
多
い
資
料
は
、嘉
永
五

（
一
八
五
二
）年「
蜑あ
ま
の
手て

振ぶ

り
」で
す
。初
代
新

潟
奉
行
川
村
修な
が
た
か就
の
遺
品
で
あ
り
、新
潟
町

及
び
周
辺
の
水
辺
に
お
け
る
風
俗
六
景
を
画

と
文
章
で
示
し
た
絵
巻
物
で
す
。六
景
の
中
で

は
特
に「
湊
祭
」と「
盆
踊
」が
多
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。「
新
潟
ま
つ
り
」や「
に
い
が
た

総
お
ど
り
」と
関
係
す
る
点
も
利
用
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

三
番
目
の
資
料
は
文
政
六（
一
八
二
三
）年

八
月
写
の「
新
潟
町
絵
図
」で
す
。新
潟
町
全

体
を
描
い
た
絵
図
で
あ
り
、弓
な
り
の
町
姿
、

通
り
・
小
路
の
名
称
、さ
ら
に
代
表
的
な
町
の

施
設
を
明
瞭
に
示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
右
記
の
資
料
を
は
じ
め
、特
に
利
用

頻
度
が
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
当
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
画
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら「
楽
し
む
・ 

学
ぶ
」「
お
う
ち
み
な
と
ぴ
あ
」「
収
蔵
資
料
紹

介
」
を
辿
っ
て
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
あ
た
か　

し
ゅ
ん
す
け　

学
芸
員
）

特集2

当
館
所
蔵
の
資
料
画
像
の
利
用

安政6（1859）年  「新潟湊之真景」

文政6（1823）年8月写 「新潟町絵図」

当館ホームページ
「収蔵資料紹介」

嘉永5（1852）年  「蜑の手振り」のうち「湊祭」（上）「盆踊」（下）

　　

歴史さんぽ歴史さんぽ

　
萬
代
橋
は
明
治
十
九（
一
八
八
六
）年
、当

時
の
新
潟
と
沼
垂
を
つ
な
ぐ
橋
と
し
て
架
橋

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
二
度
に
わ
た
っ
て

架
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ
、現
在
の
橋
は
三

代
目
に
な
り
ま
す
。

　
本
書
か
ら
は
、萬
代
橋
が
架
橋
さ
れ
る
経

緯
や
、通
行
料
を
徴
収
し
て
い
た
架
橋
初
期

の
苦
悩
、新
潟
駅
開
業
に
よ
り
橋
の
交
通
量

が
向
上
し
た
こ
と
、新
潟
地
震
な
ど
災
害
か

ら
復
興
し
、町
が
発
展
し
て
現
在
に
至
る
歴

史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
他
に
も
、新
潟
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名

人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
萬
代
橋
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
紹
介
も
あ
り
、一
つ
の
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
だ
け
で
な
く
、地
元
新
潟
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ

り
ま
す
。

　
新
潟
が
発
展
し
て
い
く
上
で
は
欠
か
せ
な

い
存
在
と
な
っ
た
萬
代
橋
。架
橋
か
ら
今
年

で
一
四
〇
年
を
迎
え
、萬
代（
よ
ろ
づ
よ
）に

渡
っ
て
市
民
に
愛
さ
れ
る
理
由
が
わ
か
る
、

そ
ん
な
一
冊
で
す
。（高

松
　
夏
央
　
学
芸
員
）

新潟日報社 編／著
2017年

新潟日報事業社　発行

浚渫土を使って埋め立てられました。
　駅前通りである50m道路の東大通、そして新発田街
道と新潟駅前をつなぐために東大通から沼垂方面に直
行する明石通が新設されました。このとき、あわせて設
置された４つの公園のうちのひとつが石宮公園です。
　駅前の商店街は弁天通商店街と名付けられ、昭和35

（1960）年の町名整理で石宮公園を含む周辺は弁天町に
なりました（昭和52（1977）年の住居表示施行により、弁
天となる）。平成21（2009）年には弁天通商店街50周年
を記念して、七福神の像が商店街の通りに設置されま
した。
　石の祠は、石宮公園の整備と前後して三社神社に移
され、昭和53（1978）年には、三社神社の境内社として
石宮神社が建立されました。
　駅周辺に残る「石宮」の痕跡は石宮公園のみとなって
しまいましたが、石宮様である弁財天に由来する地名と
商店街名、そして、弁財天を含む七福神の銅像が商店
街に賑わいを添える風景が新たな形で流作場の歴史を
伝えています。     

藍野　かおり（あいの　かおり　学芸員）

　2025年11月現在、新潟駅周辺のリニューアル工事が
大詰めを迎え、新潟の新たな玄関口の全容が明らかに
なってきました。隣接する石宮公園もリニューアル工事
が完了し、先日、記念式典が開催されました。
　さて、この「石宮」の名は何に由来するのでしょうか。
　現在の新潟駅付近は江戸時代、信濃川の河口近くに
形成された川中島に端を発し、附寄島と呼ばれたところ
で、新田開発されたのちには流作場新田となりました。
　明治25年頃には、流作場新田一帯に30の小字がつけ
られていたようで、そのうちの一つが、現新潟駅付近の

「石宮」です。
　石宮という字名の由来は、流作場新田の集落地であっ
た居村（現在の三和町）の人々がツツガムシ除けのため
にこの地に石の祠を建てて弁財天を祀ったことによる、
とされています。そのため、石宮に隣接するエリアの小
字は弁天でした。
　「昭和30年頃の石宮様の祭礼」と題した写真が『流作
場二百五十年誌』に掲載されており、その頃もこの地に
祠があり、人々に信仰されていたことがわかります。
　昭和29（1954）年、新潟駅が現在地に移転するため、
新潟駅前土地区画整理事業がスタートします。現在の駅
前の様子からは想像もできませんが、その頃は一帯が農
地で、田畑が広がっていました。
　新駅から流作場三叉路（現流作場五差路）に至る42.4
ヘクタールが事業対象となり、田畑は信濃川・新潟港の

萬
代
橋

～ 

未
来
に
紡
ぐ
　
　
　
　

　
　
　
１
３
０
年
物
語 

～

石宮公園と弁天通商店街

リニューアル工事が完了した石宮公園
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田
嶋
　
悠
佑

み
な
と
ぴ
あ
研
究notes

草
莽
隊
士
の
出
自
に
つ
い
て
―「
新
潟
市
と
戊
辰
戦
争
展
」補
遺

（
第
四
十
回
）

　

令
和
七（
二
〇
二
五
）年
に
開
催
し
た「
戦
場

の
町
と
村　

新
潟
市
と
戊
辰
戦
争
」展
は
、予

想
以
上
に
多
く
の
方
に
観
覧
を
い
た
だ
き
、戊

辰
戦
争
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。ま
た
、特
に
農
民
や
町
民
が
中
心
に

な
っ
て
新
政
府
に
協
力
す
る
た
め
隊
を
結
成

し
た
、北
辰
隊
や
居き
ょ

之し

隊
な
ど
草
莽
隊
士
の

子
孫
の
方
々
に
も
観
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。戊
辰
戦
争
が
身
近
な
歴
史
と
し
て
新
潟
に

残
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

隊
士
の
子
孫
の
方
が
来
ら
れ
た
こ
と
な
ど

を
通
し
て
、企
画
展
を
開
催
し
て
得
ら
れ
た

知
見
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
１
）明
治
十
一（
一
八
七
八
）年『
勤
王
家
履

歴
届
』か
ら
み
た
草
莽
隊
士
の
出
自

　

明
治
十
一
年
八
月
か
ら
始
ま
っ
た
明
治
天
皇

北
陸
巡
幸
の
際
、新
潟
町
や
新
発
田
町
、長
岡

町
な
ど
で
勤
王
功
労
者
と
し
て
元
草
莽
隊
士

が
明
治
天
皇
の
拝
顔
を
許
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

に
際
し
て
、新
潟
県
は
拝
顔
す
る
者
た
ち
の

功
績
を
書
面
で
提
出
さ
せ
調
査
を
行
っ
た
よ

う
で
、県
に
集
め
ら
れ
た
書
面
は『
勤
王
家
履

歴
届
』（
以
下
、『
履
歴
届
』）と
し
て
新
潟
県
立

文
書
館
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
『
履
歴
届
』は
元
隊
士
の
明
治
十
一
年
時
点

の
年
齢
や
職
業
、志
士
と
な
っ
た
経
緯
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。金
革
隊
隊
長
小
林
政
司
な

ど
ト
ッ
プ
の
者
の
名
は
み
え
な
い
も
の
の
、白

山
公
園
に
歌
碑
が
残
る
居
之
隊
の
鏡
渕
意
伯

の
ほ
か
、北
辰
隊
士
や
金
革
隊
士
の
履
歴
が

み
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、北
辰
隊
士
は
隊
長
の
遠
藤
七
郎

が
庄
屋
を
務
め
た
下
興
野
新
田（
葛
塚
町
）居

住
者
が
一
七
名
と
最
も
多
く
、土
地
亀
新
田

や
内
沼
新
田
な
ど
葛
塚
周
辺
に
も
居
住
者
が

み
ら
れ
ま
す
。金
革
隊
士
は
中
蒲
原
郡
や
西

蒲
原
郡
の
居
住
者
が
み
ら
れ
ま
す
。特
徴
的

な
の
は
庄
瀬
出
身
の
北
辰
隊
士
が
八
名
ま
と

ま
っ
て
存
在
す
る
こ
と
で
、地
元
の
友
人
に
声

を
か
け
ら
れ
た
り
、勤
王
思
想
に
共
鳴
し
た

り
し
て
参
加
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
て
、草

莽
隊
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
を
考
え
る
上
で

興
味
深
い
も
の
で
す
。戊
辰
戦
争
当
時
、十
代

か
ら
三
十
代
だ
っ
た
者
が
多
い
こ
と
な
ど
の

傾
向
も
み
て
と
れ
ま
す
。

　
『
履
歴
届
』に
は
明
治
十（
一
八
七
七
）年

時
点
で
元
北
辰
隊
士
や
金
革
隊
士
の
多
く
が

農
民
と
し
て
働
い
て
い
る
と
書
か
れ
て
お
り
、

戊
辰
戦
争
で
戦
っ
て
も
必
ず
し
も
新
政
府
に

登
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

『
履
歴
届
』の
内
容
は
自
己
申
告
で
、他
の
史

料
も
比
較
し
て
検
討
す
べ
き
も
の
で
す
が
、

各
隊
士
の
詳
細
が
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る 

史
料
は
少
な
い
の
で
、重
要
な
も
の
と
い
え

ま
す
。

（
２
）北
辰
隊
士
三
村
棟
一
郎
関
係
文
書
に

つ
い
て

　

新
潟
県
護
国
神
社
の
境
内
に
は
北
辰
隊
士
、

金
革
隊
士
ら
の
墓
碑
が
残
っ
て
い
ま
す
。墓
碑

が
あ
る
う
ち
の
一
人
、北
辰
隊
士
三
村
棟
一
郎

は
新
政
府
軍
が
赤
谷（
新
発
田
市
）方
面
か
ら

会
津
藩
領
を
攻
め
る
途
上
、慶
応
四
年
八
月

十
四
日
に
角
石
原
の
戦
い
で
戦
死
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
を
き
っ
か
け
に
棟
一
郎
の

子
孫
の
方
と
連
絡
が
取
れ
、棟
一
郎
関
係
の

史
料
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

史
料
は
江
戸
時
代
か
ら
大
正
時
代
に
か
け

て
の
一 

一
点
で
し
た
。戊
辰
戦
争
関
係
の
も
の

は
三
点
の
み
で
す
が
、戦
没
者
墓
所
の
塔
婆

の
写
や
明
治
三（
一
八
七
〇
）年
の
兵
部
省
か

ら
の
祭さ
い

粢し
り
ょ
う料
一
三
〇
両
を
下
賜
す
る
通
知
、明

治
二
十
四（
一
八
九
一
）年
に
三
村
家
が
当
時

住
ん
で
い
た
新
津
町
の
町
長
か
ら
三
村
棟
一

郎
を
靖
国
神
社
に
合
祀
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
と
伝
え
た
書
簡
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、三
村
家
は
元
武
士
だ
っ
た
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
、江
戸
時
代
に
実
名

や
花
押
を
決
め
る
た
め
、姓
名
判
断
を
し
た

際
の
記
録
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

三
村
棟
一
郎
の
詳
細
は
諸
書
で
触
れ
ら
れ
て

お
ら
ず
、貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。

　

ご
厚
意
に
よ
り
、三
村
家
の
文
書
は
当
館
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。戊
辰
戦
争
に
お
け
る
武
士

の
動
向
な
ど
は
多
く
の
研
究
が
あ
り
ま
す
が
、

個
々
の
草
莽
隊
士
に
つ
い
て
は
詳
細
が
わ
か
ら

な
い
者
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。現
新
潟
市
域
か

ら
は
少
な
か
ら
ぬ
草
莽
隊
士
が
戊
辰
戦
争
に

従
軍
し
て
お
り
、今
後
も
検
討
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
た
じ
ま　

ゆ
う
す
け　

学
芸
員
）三村棟一郎の祭粢料下賜を伝える書簡

戊辰戦争戦没者の書上

　

本
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、中
国
北

宋
時
代
の
書
家
・
画
家
で
あ
る
米べ
い
ふ
つ芾
と
、夕

暮
れ
に
家
へ
帰
る
漁
師
と
樵き
こ
りで
す
。米
芾
は

奇
岩
の
愛
好
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、名
石

を
見
つ
け
る
と
恭
し
く
拝
ん
だ
と
い
う
逸

話
が
あ
り
ま
す
。漁
師
と
樵
は
、自
然
に
従

っ
て
生
き
る
存
在
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。い
ず
れ
も
俗
世
を
離
れ
自
分
の
心
の

ま
ま
に
生
き
る
理
想
の
姿
が
描
か
れ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

　

作
者
の
依
田
竹
谷（
一
七
九
〇
～
一
八
四

三
）は
、松
平
定
信
に
仕
え
関
東
文
人
画
の

大
家
で
あ
っ
た
谷た
に
ぶ
ん
ち
ょ
う

文
晁
に
画
を
学
び
ま
し

た
。江
戸
の
儒
学
者
亀か
め

田だ

鵬ぼ
う
さ
い斎
と
も
親
し

く
、共
に
越
後
へ
遊
び
、文

晁
と
偽
っ
て
画
料
を
稼
い

だ
と
い
う
裏
話
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
蔵
者
の
佐
藤
家
は 

熊
潟
新
田（
旧
西
川
町
）

の
庄
屋
お
よ
び
水
沢
新
田

（
旧
潟
東
村
）の
組
頭
を
務

め
た
家
で
、幕
末
期
の
当

主
佐
藤
忠
太
郎
は
江
戸
へ

の
遊
学
経
験
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

佐
藤
家
か
ら
は
も
う

一
件
、新
潟
出
身
の
画
家

五い
か
ら
し

十
嵐
竹ち
く

沙さ
（
一
七
七
四

～
一
八
四
四
）の
作
品
も
共
に
ご
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。竹
沙
は
、江
戸
中
期
の
新

潟
を
代
表
す
る
絵
師
五
十
嵐
浚し
ゅ
ん

明め
い

の
孫

で
、新
潟
か
ら
江
戸
に
出
て
活
躍
し
た
人

物
で
す
。彼
も
亀
田
鵬
斎
と
親
交
が
深
く
、

鵬
斎
の
越
後
の
旅
に
途
中
ま
で
同
行
し
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

竹
谷
の
越
後
行
き
は
あ
く
ま
で
伝
承
で

す
が
、こ
れ
ら
の
寄
贈
品
か
ら
竹
谷
と

亀
田
鵬
斎
、五
十
嵐
竹
沙
と
の
交
流
や
、そ

ろ
っ
て
の
越
後
旅
な
ど
、愉
快
な
想
像
を 

か
き
た
て
ら
れ
ま
す
。二
月
十
四
日
よ
り
は

じ
ま
る
新
収
蔵
品
展
で
展
示
予
定
で
す
。

（
中
村　

里
那　

学
芸
員
）

　
依よ

だ田
竹ち

っ
こ
く谷 

「
米べ

い
て
ん
は
い
せ
き

顛
拝
石
・
漁

ぎ
ょ
し
ょ
う樵
晩ば

ん

帰き

図
」

　

み
な
と
ぴ
あ
で「
に
い
が
た
２
㎞
か
ら

た
ど
る
新
潟
四
五
〇
年
」と
題
す
る
講
演

を
行
い
ま
し
た
。に
い
が
た
２
㎞
は
、市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、新
潟
駅
、

万
代
、古
町
を
つ
な
ぐ
約
二
キ
ロ
の
都
心

軸
で
す
。市
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
し
て

都
市
政
策
・
ま
ち
づ
く
り
の
核
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
２
㎞
」は
歴
史

と
は
無
縁
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、じ
つ

は
四
五
〇
年
に
及
ぶ
新
潟
の
歴
史
を
凝

縮
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
と
し
て
の
新
潟
の
原
点
は
、信
濃

川
河
口
に
開
け
た
港
町
に
あ
り
ま
す
。江

戸
時
代
の
明
暦
元（
一
六
五
五
）年
、信
濃

川
の
中
州
で
あ
っ
た
現
在
の
古
町
地
区

に
、西
大
畑
・
寄
居
に
あ
っ
た「
古
新
潟
」

が
移
転
し
、新
た
な
町
が
造
成
さ
れ
ま
し

た
。古
町
・
本
町
の
通
り
と
二
本
の
堀
が

縦
貫
す
る
南
北
二
キ
ロ
も
あ
る
港
町
は
、

全
国
的
に
も
大
規
模
で
、今
も
そ
の
町
割

り
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。古
町
地
区
の

西
側
に
隣
接
し
て
い
た「
古
新
潟
」は
約

四
五
〇
年
前
の
十
六
世
紀
末
に
成
立
し

ま
し
た
。

　

近
代
に
入
る
と
、新
潟
は
県
都
と
な

り
、信
濃
川
を
越
え
て
対
岸
に
大
き
く
発

展
し
ま
す
。そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、

明
治
十
九（
一
八
八
六
）年
、町
の
中
心
街

路
で
あ
っ
た
柾
谷
小
路
の
東
に
架
け
ら
れ

た
萬
代
橋
で
す
。鉄
道
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
、明
治
三
十
七
年
、沼
垂
駅
か
ら

延
伸
し
て
流
作
場
の
現
弁
天
公
園
付
近

に
、新
潟
駅（
初
代
）が
開
業
し
ま
し
た
。

　

大
正
三（
一
九
一
四
）年
、新
潟
市
と
沼

垂
町
は
合
併
し
ま
し
た
が
、こ
の
頃
か
ら

昭
和
初
期
ま
で
に
、今
の
万
代
地
区
は
一

変
し
ま
す
。大
河
津
分
水
の
通
水
に
伴
っ

て
、大
規
模
な
信
濃
川
の
埋
立
て
が
行
わ

れ
、川
幅
は
半
分
以
下
の
約
三
〇
〇
メ
ー

ト
ル
と
な
り
ま
し
た
。こ
こ
が
後
の
万
代

シ
テ
イ
で
す
。

　

戦
後
昭
和
三
十
三（
一
九
五
八
）年
、

新
潟
駅
が
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。萬

代
橋
か
ら
流
作
場
五
差
路
ま
で
延
び
て

い
た
道
路
は
駅
ま
で
達
し「
２
㎞
」と
な

り
ま
す
。

　

新
潟
の
都
市
軸
は
、主
た
る
交
通
が
船

か
ら
鉄
道
に
変
わ
る
の
に
伴
っ
て
、江
戸

時
代
の
南
北
方
向
か
ら
近
代
に
東
西
方
向

へ
と
転
換
し
ま
す
。単
な
る
二
キ
ロ
の
道

で
は
な
く
、歴
史
を
超
え
て
新
潟
が
発
展

し
て
き
た
道
程
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。背
景
に
あ
る
歴
史
を
理
解
す
る
と
、市

の
看
板
政
策
を
応
援
し
た
く
な
り
ま
す
。

収
蔵
資
料
紹
介

新潟市歴史博物館　館長

「
に
い
が
た
２
㎞
」と
新
潟
の
歴
史

新潟市HPより
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